
熊本地方気象台　説明資料



熊本地方気象台

Kumamoto Meteorological Office
地域防災支援の取り組み（防災気象情報の提供をはじめ危機感を効果的に伝えるための取り組み「あなたの町の予報官」）

・地域毎の災害特性を踏まえた人材配置による担当チーム「あなたの町の予報官」を編成し、平時から「顔の見える関係」を構築
することで、地域防災力の向上に直結する取組を推進します。

「あなたの町の予報官」による地域防災支援業務を強化

・市町村等との「顔の見える関係」構築
・災害リスクや情報利活用の研修・演習
・防災計画や避難勧告マニュアル等への助言
・関係機関等との連携した取組

平時

・記者会見による呼びかけ
・ホットラインによる首長への助言
・ＪＥＴＴ（気象庁防災対応支援チーム）の派遣

緊急時

・自治体等と共
同で「振り返り」
を実施

災害後

防災気象情報の利活用促進

「振り返り」の業務改善への活用
・大雨や台風により災害が予想さ
れるときには、熊本県へ出張解
説（5回）を実施。（各市町にＴＶ会
議システムにより共有）

・熊本県が警戒体制に入ると県
庁に職員を駐在させ解説（7回）
を実施

・県内で、災害発生後は復旧活
動等の支援の気象解説を実施
（本年は実績なし）

・県内45市町村中35市町村の防災会議
に職員を派遣し、警戒レベルの導入や防
災気象情報利活用について説明

・県の地域防災リーダー支援策に協力し、
県や市町村の防災士養成講座への参画
（3回）や市町村の自主防災組織、区長会、
消防団への気象講話（４回）を実施

・自治体防災担当者や一般向けの気象
防災ワークショップを開催予定

県の体制に合わせたJＥＴＴの派遣

【大津町自主防災組織への出前講座】

・災害時等の対応を振り返り、平時・緊急時の業務へフィードバック

本年度、避難勧告等の発令を実施した市町村を対象に、熊本県危機管理防災
課と合同で「振り返り」を実施（10市町村）し、今後の業務改善につなげる。
・9月に県と気象台で作成したアンケート調査を実施し全体像を把握
・10月～2月に市町村を個別訪問して、課題の洗い出しや県や気象台への要望
などの聞き取りを実施。

【大雨による県庁への派遣 R1.07.03】

担当チーム編成



熊本県　説明資料



熊本県からの情報提供について 熊本県

1. 小川（球磨村渡地区）における浸水対策について

2. 市房ダムの有効活用（予備放流（試行）の実施）について

3. 樹木伐採・掘削について

4. 球磨川水系における河川改修（御溝川）

5. ソフト対策（危機管理型水位計・簡易型カメラ）について

6. 国道及び県道の道路嵩上げについて

7. 要配慮者利用施設の避難体制について
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ＪＲ肥薩線

村道橋

6

①村道橋（嵩上げ）
村道橋

施工前（Ｈ18.2） 施工後（Ｈ28.3）

②築堤 ②築堤

①村道橋嵩上げおよび②築堤 施工前・後 写真

④国道橋嵩上げ【県】

（※下流から上流を望む）

至：八代方面 至：人吉方面

洪水時水位低減対策【国】
＜完了＞

②築堤【県】
＜完了＞

①村道橋嵩上げ【県】
＜完了＞

国道橋

←球磨川

Ｈ２９まで実施

凡 例

Ｈ３０実施

Ｒ１以降予定

小
川

仮設道路工事

国道２１９号
③排水ポンプ【県】

＜完了＞

撮影日：H31.2月下旬

至：人吉方面 至：八代方面

④国道橋嵩上げ イメージ写真
撮影日：H30.1月下旬

（※上流から下流を望む）

国道橋嵩上げ

旧橋梁

仮設道路
（仮設橋）

撮影日：R1.12月下旬

④国道橋嵩上げ工事 状況写真

※R1実施
国道橋（上部工）工事

国道橋
（上部工）

（※八代側から人吉側を望む）

１ 小川（球磨村渡地区）における浸水対策 熊本県
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●実施期間：平成30年7月6日（金）14時42分～18時47分【約4時間】
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貯水位（予備なし）

単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)市房ダム 洪水操作（7月5日～8日）単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)

最大流入時調節量312m3/s
約300万m3の洪水を
ダムへ貯留

最大流入量768m3/s
6時40分頃

予備放流で約53万m3の
洪水調節容量を確保

予備放流で0.4m低下
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「追加して実施する対策」 － 市房ダムの有効活用
○利水者等との協議を重ね、予備放流（試行）※の実施について合意。
○平成３０年７月豪雨において、市房ダムで初めて予備放流（試行）を実施し、約５３万㎥の洪水調節容量を確保。
○今後も更なる容量の確保に向けて、試行を継続。

※ 洪水が予想される場合に、ダムに貯め込む容量を増やすため、あらかじめ放流すること

雨量（ｍｍ／ｈ）

流量（ｍ３／ｓ）
貯水位（ＥＬ.ｍ）

洪水時最高水位

洪水期 EL283.00m

EL277.50m

今回の最高貯水位

EL274.66m　③

EL272.87m　①

EL272.45m　②

EL270.00m

EL249.00m 最低水位

ダ
ム

治水容量のみ

【850万m3】

治水容量

または

利水容量
【980万m3】

利水容量のみ

【1,680万m3】

堆砂容量

【510万m3】

予備放流

（53万㎥）

9２ 市房ダムの有効活用（予備放流（試行）の実施）について 熊本県
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３ 県管理河川における球磨川水系の樹木伐採・掘削について 熊本県

【概要】

平成30年7月豪雨を踏まえ、樹木繁茂・土砂堆積及び橋梁等による洪水氾濫の危険箇所
等の緊急点検を行い、流下阻害や局所洗掘等によって、洪水氾濫による著しい被害が生ず
る等の河川について、樹木伐採・掘削及び橋梁架替等の緊急対策を令和元年度に実施。

【洪水氾濫等に対応した樹木伐採・掘削等を実施】

・箇所
球磨川水系：10河川（8市町村）

・期間
2020年度まで。

・内容
河道内の樹木伐採・掘削を行うことで、

近年の主要洪水に対して氾濫を防止。

・達成目標
氾濫による危険性が特に高い等の区

間において、河道内の樹木・堆積土砂
等に起因した氾濫の危険性を概ね解消。

【万江川（人吉市）】

樹木伐採・掘削前

樹木伐採・掘削後

H31.4～R2.3
樹木伐採・掘削実施河川

市町村名 河川名
山田川
万江川
胸川

小さで川
大谷川

あさぎり町 田頭川
牛繰川
柳橋川

水上村 小川内川
相良村 川辺川
五木村 川辺川

山田川
万江川

山江村

多良木町

人吉市

球磨川水系箇所一覧

錦町
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４ 球磨川水系における河川改修（御溝川） 熊本県

球磨川水系御溝川は、万江川取水樋門を上流端とし、福川に合流する流路延長7.24Kmの一級河川で

ある。御溝川の河道形状は河川からの取水を容易とするため、水深が浅いことから、流下能力が低く、浸
水被害が頻繁に発生している。このため、総合流域防災事業により治水安全度を向上させ、早期に洪水
被害軽減を図る。

被害状況

【全体計画】
河川名 ：一級河川球磨川水系御溝川
事業内容 ：放水路一式
事業期間 ：2002年～2032年

(二次・三次放水路及び本線改修)
施工地 ：人吉市

床上 床下 合計

S57.7 73,000 72 69 141
H2.6 300,000 1 13 14
H3.6 300,000 1 9 10
H5.6 60,000 1 28 29
H8.7 7,300 15 15
H11.9 393 1 1
H17.7 14 8 8
H18.7 20 2 2
H21.7 6 2 2

浸水面積
(m2)

発生年月日

浸水家屋数（戸）

三次放水路

山田川

人吉駅

二次放水路
万江川

球磨川

御溝川

二次放水路

御溝川 三次放水路

万江川

山田川
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５ 球磨川水系におけるソフト対策（危機管理型水位計）

万江川

県人吉

県川辺

深田

湯山

古屋敷

牛繰川
小椎川

柳橋川

免田川

銅山川

山田川

出水川

小川

油谷川

川内川

吉尾川

万江川

胸川

胸川

従来型水位計(7基)

危機管理型水位計
（R2.3末予定）(1基)

危機管理型水位計
（設置済）(12基)

熊本県
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万江川1

万江川2
小川

御溝川

山田川

胸川

川辺川

川辺川

川辺川

川辺川

免田川

油谷川

従来型カメラ(9基)

簡易型カメラ（R2.3
末予定） (3基)

５ 球磨川水系におけるソフト対策（簡易型河川監視カメラ） 熊本県
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６ 球磨川沿い国道の冠水対策について（国道２１９号（伊高瀬工区、神瀬工区）） 熊本県

伊高瀬工区
Ｌ＝１．４ｋｍ

神瀬工区
Ｌ＝１．３ｋｍ

平面図

八代方面

人吉方面

伊高瀬工区 Ｌ＝１．４ｋｍ 神瀬工区 Ｌ＝１．３ｋｍ

防災工事
（落石対策）

冠水状況写真（平成24年7月）

位置図

【事業概要】
国道２１９号は、熊本市と球磨地域を結ぶ国道であり、第一次緊急輸送道路

及び九州縦貫自動車道の代替道路としても重要な路線であるが、球磨川の洪
水時には冠水により通行止めが発生する箇所（伊高瀬工区、神瀬工区）や落
石等の危険箇所があるため、冠水対策（嵩上げ）及び落石対策を実施してい
る。

また、伊高瀬工区、神瀬工区においては、幅員狭小・線形不良により大型車
の離合が困難な区間があるため、併せて道路改築（拡幅）事業を実施している。

早期完了が図られるよう今後とも事業を促進していく。

AS CO

R=4.49

Dt
玉石混じり砂礫

1:0.4

道路計画高　▽58.16

6.00％ 6.00％

S40年7月最大水位　▽57.42

現況道路高　▽56.54

1000 3250

8500

3250 1000 標準断面図
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６ 球磨田浦線（吉尾～和田口地区） 熊本県

冠水対策のイメージ

事業位置図（球磨川中流域）

事業箇所
（球磨田浦線）

芦北町 球磨村

球磨川

本路線は、球磨郡球磨村を起点とし、芦北町田浦へ至る延
長１８．８ｋｍの一般県道である。吉尾～和田口地区は、前面
に一級河川球磨川、背後には山地が迫る急峻な谷地形に位
置する球磨川左岸の地区であり、本路線は地区の唯一の生
活道路となっている重要な路線である。

本地区においては、豪雨出水期の球磨川の増水により道路
冠水による通行不能な状況が発生し、地区が孤立する状況と
なるため、孤立化の解消および安全・安心な生活道路の確保
のため、道路かさ上げを実施するものである。

工事期間：平成28年度～

道路冠水状況 事業イメージ（冠水対策） 冠水対策のイメージ

道路
嵩上げ

洪水時
水位

通常時
水位
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６ 人吉水俣線（一勝地～那良口工区） 熊本県

本路線は、熊本県人吉市相良町の一般国
道２１９号を起点とし、球磨郡球磨村、鹿児島
県伊佐市を経て水俣市の国道３号に至る熊
本県・鹿児島県にまたがる主要地方道でこ
のうち熊本県では延長４０．４ｋｍを管理する
重要な主要幹線道路である。

一勝地～那良口においては、豪雨出水期
の球磨川の増水時に、道路冠水による通行
不能な状況が発生するため、避難経路およ
び安全・安心な生活道路の確保のため、道
路かさ上げを実施するものである。

工事期間：平成31年度～

冠水対策のイメージ

事業位置図（球磨川中流域）

球磨川

球磨村

芦北町

事業箇所
（人吉水俣線）

事業箇所

人吉市

道路
嵩上げ

洪水時
水位

通常時
水位
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７ 要配慮者利用施設の避難体制について 熊本県

報告

洪水浸水想定区域
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国土交通省 八代河川国道事務所　説明資料



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

球磨川における国土交通省の取組

国⼟交通省 九州地⽅整備局
⼋代河川国道事務所

令和２年２⽉７⽇
第６回 球磨川⽔系⽔防災意識社会再構築会議



目 次

1. 令和元年度の出⽔概要と対応状況

2. ハード・ソフト対策

3. ⽔防災意識向上に向けた取組



国⼟交通省 Cバンドレーダ⾬量より

人吉（気）

えびの（気）

三角（気）

人吉（気）

※ 強降⾬域は予測より緑川流域等北側に ※ 強降⾬域は予測よりえびの市等南側に

１．令和元年度における球磨川の出水状況（降雨の状況）

○6⽉29⽇6時から30⽇6時の24時間⾬量
◇気象台予測（6⽉29⽇5時36分時点）

・熊本県の多いところ 200ミリ
◇実績⾬量

・⼈吉地点（気象台） 20.0ミリ
・三⾓地点（気象台） 161.0ミリ

○6⽉30⽇6時から1⽇6時の24時間⾬量
◇気象台予測（6⽉29⽇5時36分時点）

・熊本県の多いところ 300〜400ミリ
◇実績⾬量

・⼈吉地点（気象台） 139.0ミリ
・えびの地点（気象台） 485.0ミリ

国⼟交通省 Cバンドレーダ⾬量より
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国⼟交通省 Cバンドレーダ⾬量より

人吉（気）

都城（気）

鹿屋（気）

※強降⾬域は予測より都城市等南側に

１．令和元年度における球磨川の出水状況（降雨の状況）

○7⽉3⽇12時から7⽉4⽇12時の24時間⾬量
◇気象台予測（7⽉3⽇11時34分時点）

・熊本県の多いところ 300ミリ
◇実績⾬量

・⼈吉地点（気象台） 72.0ミリ
・都城地点（気象台） 210.5ミリ
・⿅屋地点（気象台） 193.0ミリ

3



１．令和元年度における球磨川の出水状況と対応状況

 ⼋代河川国道事務所が防災体制を発令した回数：９回（平成30年度：13回、平成29年度：24回）
 氾濫危険⽔位を超過した出⽔：０回（平成30年度：１回、平成29年度：０回）
 氾濫注意⽔位を超過した出⽔：１回（平成30年度：１回、平成29年度：０回）
 事務所⻑から流域市町村⾸⻑へのきめ細やかなホットライン（ショートメール等）を実施

観測所名 ⽔防団
待機⽔位

氾濫注意
⽔位

避難判断
⽔位

氾濫危険
⽔位

計画
⾼⽔位

最⾼⽔位
（令和元年） 既往最⾼⽔位

⽉⽇ 時刻 ⽔位 年⽉⽇ ⽔位
多良⽊ 2.00 3.50 3.60 3.70 4.44 7/13 22:40 2.72 H5.9.3 3.53
⼀武 3.50 4.30 4.40 4.50 5.68 7/13 23:10 4.03 S57.7.25 4.32
⼈吉 2.00 3.00 3.20 3.40 4.07 7/13 22:50 2.70 S57.7.25 4.60
渡 5.00 6.00 7.60 8.70 11.33 7/13 23:10 7.04 S57.7.25 11.00
⼤野 6.50 8.00 10.90 12.20 14.81 7/13 23:40 10.38 S57.7.25 14.73
萩原 2.00 3.50 3.60 3.80 5.36 7/14 1:50 2.51 S57.7.25 4.23

警戒レベル（7/13〜14） １ ２ ３ ４ ５

避難情報等 早期注意
情報

洪⽔注意報
⼤⾬注意報

避難準備・
⾼齢者等避難開始

避難勧告
避難指⽰（緊急） 災害発⽣情報

洪⽔に関する情報
●球磨川氾濫注意情報
（渡・⼤野⽔位観測所で
氾濫注意⽔位に到達）

⼟砂災害に関する情報
●⼟砂災害警戒情報
（⼈吉・錦・球磨・相良・あさぎ
り・芦北・多良⽊・湯前・⼭江）

避難指⽰（緊急） なし なし

避難勧告 なし ⼈吉・錦・球磨・相良・あさぎり・
多良⽊・湯前

避難準備・
⾼齢者等避難開始 なし 芦北・⼭江
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２．ハード・ソフト対策（洪水氾濫を未然に防ぐ対策）
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L=0.15㎞

L=0.60㎞

L=2.80㎞

L=1.20㎞

L=0.15㎞

L=0.15㎞

L=0.15㎞

L=0.18㎞

L=0.39㎞

L=0.40㎞

L=0.30㎞
L=0.40㎞

L=0.81㎞

L=0.10㎞

L=0.03㎞

L=1.10㎞
L=1.10㎞

L=0.15㎞

＜凡例＞
完了箇所
R1年度完了予定箇所
R2年度以降

 「⽔防災意識社会 再構築ビジョン」における今後概ね５年間で実施する主な河川整備として実施
 ５年間での完了に向けて関係者と協議しながら施⼯中
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２．ハード・ソフト対策（防災・減災・国土強靱化のための３カ年緊急対策）

※具体の実施箇所等については、今後の調査検討や、洪水被害の発生状況等によって変わる場合があります。
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＜凡例＞
R1年度完了予定箇所
R2年度以降

 ３カ年緊急対策として球磨川では河道掘削や樹⽊伐採を実施
 未実施箇所やヨシの伐採による⿃獣害対策との連携については３カ年緊急対策終了後の課題
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２．ハード・ソフト対策（危機管理型水位計・簡易型監視カメラ）

 既設の⽔位観測所12箇所、CCTVカメラ36箇所
 危機管理型⽔位計・・・53基設置（平成30年度）
 簡易型監視カメラ・・・23基設置（令和元年度）
 川の⽔位情報（危機管理型⽔位計）https://k.river.go.jp/ にて公開中

川の⽔位情報Webページの表⽰画⾯

危機管理型⽔位計（平成30年度設置）
■簡易型監視カメラ（令和元年度設置）
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２．ハード・ソフト対策（既存ダム洪水調節機能強化に係る協議会）

 台⾵19号等を踏まえ、政府において「既存ダムの洪⽔調節機能の強化に向けた基本⽅針を策定。
 本基本⽅針では、緊急時において既存ダムの有効貯⽔容量を洪⽔調節に最⼤限活⽤できるよう、

必要な措置を講じ、令和２年の出⽔期から新たな運⽤を開始することとされている。
 これを受け、「球磨川⽔系既存ダム洪⽔調節機能強化に係る協議会」を開催し、全ての河川管理

者とダム管理者及び関係利⽔者との間の協議を開始。

■利⽔容量の洪⽔調節への活⽤（イメージ） ■第１回協議会
⽇時：令和2年1⽉29⽇(⽔)15:30〜
場所：球磨地域振興局⼤会議室
参加：国⼟交通省、熊本県、電源開発(株)、九州電⼒(株)

あさぎり町、関係⼟地改良区 等
議事：基本⽅針、規約（案）、検討スケジュール、

治⽔協定の概要 等

■球磨川⽔系の対象６ダム

瀬⼾⽯ダム 油⾕ダム

幸野ダム清願寺ダム 市房ダム

内⾕ダム
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２．ハード・ソフト対策（浸水により流出することで被害を及ぼす可能性がある危険物の確認）

 令和元年8⽉に六⾓川⽔系の⽔害において、浸⽔被害と⽔質事故が同時に発⽣
 被害が地域に⼤きな影響を与えたことから、流出によるリスクを把握し、関係機関と協⼒して流

出防⽌対策について取り組むことが重要
 令和２年５⽉までに流出すると被害を及ぼす可能性がある危険物についての状況調査を市町村を

通じて⾏い、本会議において情報共有とともに新たな取組⽅針への位置付けを予定（令和２年度
実施）

国⼟交通省 九州地⽅整備局
河川部 ⽔災害予報センター説明資料を再掲
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３．水防災意識向上に向けた取組

 タイムライン作成を⽀援（継続して実施）
• ⼋代市：コミュニティタイムライン（令和元年：太⽥郷校区（完成）、宮地校区（作成中））
• ⼈吉市：マルチハザードタイムライン（令和元年：⾏政版（作成中）、令和２年：地域版予定）

 防災教育の推進（令和元年度より実施）
• 防災教育のための教材を⼋代市・氷川町すべての⼩学校へ提供
• ⼩学５年⽣の理科（「流れる⽔のはたらき」）教材を作成し、河川協⼒団体とともにゲスト

ティーチャーとして球磨川を題材とした授業展開へ協⼒
• 教科書改訂に合わせた防災教育教材の⾒直しを実施・配布予定（令和２年度）
• 引続き、教育委員会を通じ、防災教育への取組を推進

・教科書に合わせて「球磨川を題材とした教材」を作成
・指導計画に合わせた「球磨川の写真」や「図表データ」を提供
・併せて、流⽔実験模型、流域⽴体模型を貸出
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３．水防災意識向上に向けた取組

《内容案》
 洪⽔被害の発⽣状況や傾向、特徴

• 主な洪⽔被害や⽣活・地域経済への影響事例
• 気候変動に伴う相対的な安全度低下の予測
• ダムによる洪⽔調節、異常洪⽔時防災操作（いわゆる緊急放流）
• 既存ダムの洪⽔調節機能強化の取り組み

 球磨川における⽔災害リスク
• 浸⽔想定区域図や⼟砂災害警戒区域図

 ハード対策の現状
• 河川整備（３カ年緊急対策）の実施状況

 ソフト対策（⾃助、共助）の在り⽅
• 警戒レベルと避難⾏動
• 防災情報の情報伝達、⼊⼿⽅法、防災教育

《主旨・⽬的》

 本会議の取組⽅針（「球磨川流域の減災に係る取り組み⽅針」）の⾒直し（令和２年度に予定）
• 令和２年度は取組⽅針を策定してから５年⽬にあたり、次の５ヶ年に向けて取り組み⽅針を⾒

直し
• 熊本県球磨⽔防区減災対策協議会について、本会議と合同開催となるよう調整

 啓発活動（令和２年度に予定）
• 近年⼤きな災害が発⽣していない球磨川流域において、⽔防災意識の⾵化を防ぎ向上を図るこ

とが課題
• 令和２年度は、取り組み⽅針の⾒直しが予定され、１０⽉には各国の⾸脳参加によるアジア・

太平洋⽔サミットが熊本市で開催され、⽔問題への関⼼が⾼まる絶好の機会。
• ⽔防災意識の向上に向け、パネル展や特別⾏事の開催などの啓発の取り組みを推進

異常洪⽔時防災操作のイメージ
（出典）国⼟交通省ホームページ

（ダムの洪⽔調節に関する検討会資料より抜粋）
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